
【取組内容】 ① めあての共有と個別最適な学びを促すための振り返りの価値づけ

春日井市立藤山台中学校（愛知県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

生徒が、個別最適な学びをすすめるため、毎時間「めあて」の設定を行う。自ら
の課題を発見し、単元の目標を達成するために、自分の学ぶ内容を自分で決める。
ただし、自分自身の課題が見つけられない生徒もいるため、「めあて」をクラウド
上で共有し、他者を参照しながら自分のめあてを考えられるようにしている。

また、生徒は自ら設定した「めあて」に沿って学び
を進め、授業の最後に振り返りを書く。生徒が書いた
振り返りに対して、教師がコメント機能を活用して、
価値づけを行う。そうすることで、生徒は自らの成果
と課題を把握しさらに個別最適な学びへと進み、教師
は生徒のつまずきを把握して支援することができる。
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